
（様式） 

府立河南高等学校 「学校協議会」報告書（第２回(最終回)） 

日 時 平成 22 年 2 月 12 日（金） 15:30～17:00 

出席者 協議会委員 職名等 学校事務局 校務分掌等 

安田 正純 大阪大谷大学 教授 伊丹 芳徳 教頭 

松井 利夫 本校同窓会長 笠原 保雄 事務部長 

恵島 明 
株式会社「えじま」

社長 
吉村 正信 首席 

  朝隈 正 首席 

  川北 義博 教務部長 

  上原 啓 第 3 学年主任 

  中瀬 弘 生活指導部長 

  瀧井 有紀 自治会顧問 

  備後 幸二 自治会顧問 

おもな 

テーマ 

(1) 学校の現況全般の報告 

  インフルエンザ発生状況、62 期生進路決定状況、第 3 学年の状況 

(2) 自治会生徒からの報告 

  自治会活動概要説明 

  出席生徒(9 名)が自己紹介及び「学校生活」や「将来の夢」等を発表 

(3) 協議会委員と生徒との懇談 

協議内容 

の概略 

・インフルエンザ発生状況、62 期生進路決定状況、第 3 学年の状況 

・自治会活動概要説明(自治会顧問) 

・出席生徒(9 名)が自己紹介及び「学校生活」や「将来の夢」等を発表 

・協議会委員と生徒との懇談 

提言内容・ 

改善方策 

・河南高生への期待 

 充実した高校生活と希望進路の実現に向けての積極的な取り組み 

・愛校心の涵養等 

 所属する学校や国家を愛する心を更に育む取り組みの工夫 

総括  本校生の諸能力を現行の教育活動により引き出す取り組みを継続するとともに、地域

連携等を通して本校の教育力の更なる充実に努めることが求められている。 

 


